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1.はじめに 
 労務行政研究所（2018）の調査によると日本企業
の約 8割が MBO（Management By Objective）を導入
している。MBO は社員の自主性を尊重するために社
員自らで目標を設定し、上司が修正を加える。いく
つか他に目標管理法が有る中でこれが MBO の特徴と
なっている。そのため社員のもともとの職務意欲次
第で適切な目標を定められるか不適切な目標を定め
てしまうかが決まってしまう。 
 自主性を向上させる見込みがある制度として、フ
レックスタイム制とカフェテリア制なども挙げられ
る。しかし、これら 2 つの制度は取り入れにくい制
度となっている。前者の制度を取り入れている企業
は全体の 5.6％となっている。職務時間を自由に決
めることができる前者の制度は業務内容によっては
導入が不可能であることが多い。このことが導入割
合の低い原因となっている。後者の制度は全体企業
の 15％。そのうちの 9 割以上が 1000 人規模の企業
であることが経団連（2018）の「福利厚生費調査結
果報告（2017 年度）」で判明した。このことから人数
の少ない企業の導入は少ないことがわかる。 
 そこで多くの企業で用いられている MBO に着目し、
その中での「目標」とういキーワードに目を付けた。
もともとの職務意欲に関係すること無く、より適切
に目標設定をすることで自主性をより向上させるこ
とができたら多くの企業で取り入れることのできる
制度となると考える。 
 
2.目的 
 本研究では目標選択制度によって元々の職務意欲
に関係なく仕事に対する動機づけや自主性の向上が
見られるかを調査する。また、この結果をもとに目
標選択制度は実用的であるのかを検討する。実用的
であった場合はどのような場面で実用可能であるか
も検討する。さらにもともともつ自主性や動機づけ
の違いによって適切な目標設定方法が異なってくる
かを調査する。  
 
3.アンケート調査 目標設定後の自主性と動機づけ 
 あるシナリオ下での目標の設定方法の違いで自主
性と動機づけに差が生じるのかを調査する。 
3.1 方法 
調査参加者：学生 31名 
材料： 飲食店アルバイトのシナリオを作成。シナリ
オは勤続年数や職場環境、人間関係などを設定。そ
のシナリオ下で起こりうる三つの目標設定場面であ
る「目標一個呈示場面」と「目標複数呈示場面」、「目
標非呈示場面」を作成。また、年齢や性別、アルバイ
ト経験など基本情報を問う設問を用意した。設問は
他にも「もともと持つ自主性と動機づけ」の各 6 項
目と「シナリオに対して生じる感情」についての設
問 6項目、「シナリオ後の自主性と動機づけ」につい
ての各 6 項目（ダミーを含めない）を用意した。 
手続き： 調査は Google フォームを用いた Web アン

ケートで行った。URLと QRコードを含めた「アンケ
ート調査ご協力のお願い」をオンライン上で配布し
た。 
3.2 結果 

各設問の得点を「全くそう思わない」-2～「とて
もそう思う」2とした。各目標設定場面における自主
性と動機づけの合計値において一要因参加者内計画
を行った結果自主性においては有意差が見られたが
動機づけには有意差が見られなかった。 

 

図 1：各目標設定場面の自主性 
 
図 1 に、各目標設定場面における自主性の得点を

示す。3つの目標設定場面における「自主性」の評価
に差があるか、一要因参加者内分散分析を実施した。
その結果、有意差が認められた（F（2,60)=3.43, 
p<.05, effectsize f=0.34）。多重比較を実施した結
果，目標一個提示場面よりも目標非提示場面におい
て有意に責任感の評価が高くなることが確認された 
(MSe=6.06, p<.05)。 
  

4.まとめ 
 今回のシナリオと目標設定場面では自主性にのみ
有意差が認められた。「目標非呈示場面」が「目標一
個呈示場面」よりも自主性が高くなることは予測し
ていた結果となった。しかし、「目標複数呈示場面」
において自主性、動機づけともに有意さが認められ
なかった。この結果はシナリオの理解のしやすさや
想像のしやすさが低かったことが１つの原因として
挙げられ、改善の余地があると思われる。また、質
問項目の改善を行うことで目標設定後の自主性、動
機づけともともとの自主性、動機づけの変化を比較
できるようになる。 
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